
環境経営レポート

作成日 2023年7月28日

改定日 2023年12月30日2022年度版

(2022年4月～2023年3月)

「地球にやさしい」
企業を目指して
循環型社会への
取り組みを
行っています。



Ⅰ.計画の策定
要求事項１．取組の対象組織・活動の明確化 １
要求事項２．代表者のより経営における課題と

チャンスの明確化 ３
要求事項３．環境経営方針の策定 ５
要求事項４．環境への負荷と環境への取り組み状況

の把握及び評価 ６
要求事項５．環境関連法規等の取りまとめ ７
要求事項６．環境経営目標及び環境経営計画の策定 ９

Ⅱ．計画の実施 
要求事項７．実施体制の構築 17
要求事項８．教育・訓練の実施 19
要求事項９．環境コミュニケーションの実施 20
要求事項10．実施及び運用 20
要求事項11．環境上の緊急事態への準備及び対応 21
要求事項12 文書の作成・管理 23

Ⅲ．取組状況の確認及び評価 
要求事項13．取組状況の確認・評価、並びに問題の

是正及び予防 23

Ⅳ．全体の評価と見直し
要求事項14．代表者による全体の評価と見直し・指示 23

目次

Plan

Do

Check

Act



組織・活動
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要求事項１．取組の対象組織・活動の明確化



事業案内
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生産拠点を全国エリアに拡大し、現在12工場で同一のハイレベルな
生産管理体制を敷き、毎日24時間、セブン-イレブン向けの食品を生産
し続けています。

沿革

●EA21認証と環境変化

1986年10月にプリマハム株式会社のセブン-イレブン向け惣菜製造会社
として神奈川県厚木市にて創業を開始し、エコアクション２１は、
2014年度から活動を始め2017年に全社で認証を取得しました。

要求事項１．取組の対象組織・活動の明確化



ごあいさつ

プライムデリカ株式会社
代表取締役社長 齊藤 正義
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昨今、経営に環境を取り入れるのが当たり前となってきて
います。当社でも会社全体で取組んでいかなければならない
課題だと捉えています。

環境の取り組みは多岐にわたり、実際上手くいっている工
場や、そうでない工場があるのも実情ですが、まずは「チャレ
ンジ」して様々なデータ収集を行い良否の判断を早い段階で
行うようにすることで工場独自で環境への取組を進めていき
たいと思います。

セブン-イレブン・ジャパンは今年で50周年を迎え、これから
先も発展していくために「健康・環境・地域・人材」という４つの
キーワードを示されました。セブン-イレブン・ジャパンでは既
に「グリーンチャレンジ２０５０宣言」という環境宣言もしていま
すが、お店だけでなく製造を行うデイリーメーカーや運搬会社
などの関連企業も含め全体で取り組むとしています。

セブン-イレブン・ジャパンの長期目標達成のために、プライ
ムデリカでは2023年に「サスティナビリティ２０３０宣言」を掲
げました。「脱炭素社会」「循環経済社会」「自然共生社会」の
３本柱に具体的な数値目標を定めています。

異常気象や二酸化炭素増大など待ったなしの世界となりま
した。一人でやっても、我が社だけやってもとよく言われてい
ますが、責任をもって一人ひとり、一社一社が環境に取り組
んでいかなくてはならないと感じています。

環境はやらなくてはならないということ、誰かがやるのでは
なく自分がやるということ、その２つを意識して進めていきま
す。

要求事項２．代表者のより経営における課題と
チャンスの明確化



ｻｽﾃｨﾅﾋﾞﾘﾃｨ2030宣言
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★GAP認証とは？
GAPとはGood Agricultural Practices の頭文字をとった「良い農業の
取り組み」認証制度です。農林水産省が導入を推奨する農業生産
工程管理の手法で、持続性に向けた取り組みになります。

自然共生社会
１．地域との共生
２．持続可能な調達

脱炭素社会
１．二酸化炭素排出量の削減

・2026年までに非化石電力に100％切替
※非化石エネルギーを含めた全てのエネルギーの削減

循環経済社会
１．廃プラスチック類の削減
２．食品廃棄物排出量の削減

・生産工程の管理を徹底し歩留改善
・廃プラスチック類の洗浄機を導入して洗浄し重量削減
・単一素材の廃プラスチック類を分別し有価物化
・消滅機を導入し、食品廃棄物を微生物分解して減容化
・単一具材（パン耳、シュー皮、スポンジ等）の有価化

・地域の環境改善活動に参加
・地域のイベントや環境取組などに協賛
・工場敷地外の定期的な清掃活動
・仕入野菜の50％をGAP認証取得農家から購入
(※加工品などのについては組合から共同購入)

要求事項２．代表者のより経営における課題と
チャンスの明確化
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環境経営方針

要求事項３．環境経営方針の策定
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環境への負荷の自己チェック

要求事項４．環境への負荷と環境への取り組み状況
の把握及び評価

●自然エネルギーの利用について
環境経営方針に記載した自然エネルギーの利用として、太陽光発電を相模原第二
工場、龍ケ崎工場、豊田第二工場、新居浜工場および宮崎工場にて取り入れており
ます。

相模原第一工場、龍ケ崎工場では、2022年度途中から電力を100％再生可能
エネルギーに切替を行いました！

●原単位について
当社では原単位を算出するにあたり、生産量(千pk)を使用しており、生産数量は
2021年度は626,374千pkです。

●主な環境負荷の実績

全ての項目で基準年度2021年度よりも改善することができました。

●電気事業者別排出係数
環境経営目標を設定するに当たり、2021年度購入電力の CO2 調整後排出係数は
国が公表する電気事業者毎の数値より2020年度実績のものを使用しています。

●化学物質使用量について
当社でのPRTR法に該当する化学物質の使用はありません。
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環境関連法規の遵守状況の
確認及び評価の結果

（１）主要な法令一覧

○：遵守、△：対応中、-：該当せず

各工場で環境関連法規について遵守状況の確認を行ったところ、相模原第二の排水
処理施設から漏洩がありました。食品リサイクル率は、相模原第一・相模原第二・龍ケ
崎で未達でしたが全社では達成しています。

※条例はそれぞれの地域で定められた環境保全や公害防止、地球温暖化、廃棄物
関連等の環境関連条例も適切に遵守しております。

（2）法規制の遵守評価

①法律改正状況の確認
年４回の環境会議のほかに改正情報を各工場に配信し、法律改正時の対応漏れがな
いように取り組んでいます。
②法律遵守状況の確認
各工場の内部環境監査実施時、また、環境会議の場で、該当の有無や順守状況の確
認を行いました。

要求事項５．環境関連法規等の取りまとめ
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（4）産業廃棄物処分業者の現地確認

当社は廃棄物管理を廃棄物の専門家にコンサルしていただいております。毎年、コンサ
ルタントとともに廃棄物処理業者への現地確認を行い、廃棄物等が適切に処理されている
ことを確認しています。
昨年はコロナ禍で現地確認が難しいところもあり、一部リモートでの確認と臨機応変に対
応を行っていましたが、今年は直接処理状況確認を実施しております。

（3）再生利用等の実施率

2022年度の再生利用等の実施率は全社で92.3％でした(分母生産パック数)。個別目標
である基準実施率と、業種別の目標である食品製造業95％以上を達成することができま
せんでしたが、昨年より食品リサイクル率は向上しました。尚、下の表は再生利用等の実
施率の原単位の分母を売上高にして報告した食品リサイクル法に基づく定期報告書での
内訳となりますがそちらは目標達成しています。

環境関連法規の遵守状況の
確認及び評価の結果

要求事項５．環境関連法規等の取りまとめ



環境経営目標・実績

全社環境経営目標と結果
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要求事項６．環境経営目標及び環境経営計画の策定

2021年度を基準年度に目標の策定を行いました。本社は、相模原第一と同建物で
本社のみエネルギーを分けれないため、本社は施策の件数を目標にしています。



環境経営計画・実績

エネルギーの削減
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要求事項６．環境経営目標及び環境経営計画の策定

当社では、自社購入で太陽光発電を既に
導入しておりましたが、2022年度に豊田第一
でPPAで導入を行いました。また、既設の太
陽光パネルも定期的に清掃することで発電
効率を高めています。
※PPAとは、PPA事業者が、当社が所有する
土地（屋根上など）に無償で太陽光発電設備
を設置し、そこで発電した電気を当社が買い
取って使用する取り組みのことです。

太陽光発電の追加設置と清掃

古くなった外番重洗浄機、空調機を省エネ
効率のいい新しい機器に更新しています。
また、左の写真は空調に遮熱断熱塗料を
塗装することで、空調の消費電力を削減しま
した。塗布箇所は白くなっている部分ですが、
塗布の有無をサーモカメラで確認したろころ、
色の変化で温度が下がっていることが確認
することができます。
他にも、空調に静電気除けを設置すること
で熱交換器の汚れを防ぎ効率のいい運転や、
冷蔵冷凍機に「流体攪拌装置」を設置するこ
とで冷却効率を向上させたり、工場内減圧弁
保温ジャケット未装着箇所に装着などを行い
ました。

機器更新、節電・節ガス対策、機器設置

ガソリン・経由の使用量の削減

自社物流について運転支援システムを
使用した運行管理により、配送を効率化
しました。
また、一部の便でフェリーを使用するこ
とにより、軽油使用量を削減しています。
これは、「モーダルシフト」というもので、
交通・輸送手段の転換のことです。特に，
貨物輸送をトラックから船などの変えるこ
とを言います。。



環境経営計画・実績

廃棄物の削減
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要求事項６．環境経営目標及び環境経営計画の策定

当社では、関東・東海・関西の３拠点にエコ
センターを設置し、工場から排出される野菜
くずなどの植物性残渣を圧縮・脱水、ゴミ減
容化することで、排出量を85～90％削減して
おります。
また、相模原第二工場と熊本工場では食品
消滅機を導入しています。食品消滅機とは、
微生物の力で食品を発酵させて分解する機
械です。相模原第二の消滅機は堆肥化型の
もので食品を消滅機に投入することで排出量
を約85％削減しております。熊本工場の消滅
機は完全消滅型で投入物を約99％を水にし
て、残渣物を出さない機械となっています。
さらに、龍ヶ崎工場では食品乾燥機を導入
しています。食品乾燥機とは、その名の通り
食品を乾燥させることで堆肥化する機械です。
龍ケ崎では野菜くずを乾燥機に通して乾燥さ
せることで堆肥化しています。堆肥化させた
堆肥は業者に有価で売却しています。
これらの取り組みにより、2022年度は排出
量を「約4,500ｔ」削減することができました。

減容機の活用

歩留改善

日々の生産で「歩留改善」を行っています。
歩留とは、原料料の投入量から期待される
生産量に対して、実際に得られた製品生産
数のことです。歩留を改善することは、製造
工程でのロス改善をすることになります。
2022年度は、新商品推奨時の初期流動

管理に注力したり、廃棄実績から歩留をよく
するための工程改善、廃棄実績の多いもの
を毎週報告し実績数値の見える化、ロスが
多い原料を小集団のチームに分けて活動を
行いました。



環境経営計画・実績

リサイクル率の向上
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要求事項６．環境経営目標及び環境経営計画の策定

原材料のリサイクル

製造工程でどうしても発生してしまうスポンジの切れ端を、これまでは食品残渣として
廃棄していましたが、佐賀工場では飼料化業者に有価販売して廃棄物でなくしました。

廃棄物の削減

昨年から引き続き全工場での挿入展開をしてい
る軽食カデゴリーのライナーレスラベラーを龍ケ崎
工場で展開し、約250kgの廃棄物を削減しました。
2023年度には、調理パンカテゴリーでも導入を予
定しています。
※ライナーレスラベルとは、剥離紙（ライナー）がな
い、ラベルの表面に剥離処理が施されているセロ
ハンテープ状のラベルのことです。通常はある裏
紙がないため、ラベルの裏紙の廃棄物が削減する
ことができます。

商品切替

一斗缶を圧縮し減容

相模原第二工場では、一斗缶などの金属ごみを
有価化する取り組みで、空き缶を圧縮して減容化
しました。2022年度中期から始めた取り組みです
が、約10ｔの金ごみを圧縮して、産業廃棄物から
有価物に変更することができました。

また、枚方工場でも自社製造
の圧縮機で一斗缶を圧縮して排
出していますが、排出量が少なく
有価化とはなっていませんが、
収集運搬回数を週２回から週１
回に変更して輸送容積を減容し、
輸送に伴う二酸化炭素排出量の
削減に繋がっています。



環境経営計画・実績

13

要求事項６．環境経営目標及び環境経営計画の策定

水使用の削減

食品製造過程の中で、野菜は多量の水で十分な
流水洗浄し、殺菌して、さらに十分な流水ですすぎ
洗いを行っています。綺麗な状態の水を少しの利
用で排水してしまう工程の水を再利用しました。
１つ目は、オーバーフロー水の再利用です。オー
バーフロー水とは、野菜の洗浄機で流水洗浄した
際に溢れ出してしまう綺麗な水のことです。この水
を回収し、野菜処理の初期段階で野菜の異物除
去を目的とした洗浄水として利用したことで宗像工
場では４ｔ/日の節水効果がありました。
２つ目は、中水(ちゅうすい)利用です。中水とは、
通常の生活に使う水の「上水」と、生活する上で排
出される「下水」との中間にあたる水で、以前より
野菜のすすぎ水をトイレの排水に使用していまし
たが、冷却機器の冷水や加熱機器の冷水も併せ
て中水として使用するように変更しました。

水の再利用

製品サービスの改善

商品集約

西日本商品部九州地
区は九州4工場の特性を
把握して、最適なアイテ
ム振り分けを行い生産効
率のアップにつなげてい
ます。アイテム数を集約
することは、原材料の効
率的使用、工場稼働時
間の減少することができ、
フードロスやCO2削減に
も繋がっています。

アプリ活用

野菜事業部ではソフト
KINTONEを利用しアプリ
で野菜育成を管理してい
ます。アプリのデータ（生
産条件）と野菜のロス
（例：生育不良）の関連も
分析を始めており、野菜
育成の品質管理手法と
して評価されてます。

本社の商品開発部では
地区メニュー開発による
地産地消の推進や購買
部では12工場と連携し、
主要原材料ロスの削減に
努めるなどの活動に取り
組んで成果をだしていま
す。

地区と連携



環境経営計画・実績
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要求事項６．環境経営目標及び環境経営計画の策定

環境改善活動・地域貢献活動

相模原ベジタブルプラントでは、播種（はしゅ）
や定植など一連の工程の自動化、食品工場とし
て培った衛生管理を進めることで、 ASIAGAPを
取得しました。ASIAGAPとは、GFSI（世界食品安
全イニシアチブ）の承認を受けた、農業における
食品安全・環境保全・労働安全などの認証制度
のことです。工場で栽培された野菜を工場でサ
ラダに加工し販売しています。工場栽培なので、
物流に関わる二酸化炭素排出量の削減、鮮度
がいい野菜で廃棄削減、野菜の包装工程ででる
ゴミの削減に繋がっています。

相模原ベジタブルプラント(SVP)の運用

環境を配慮した包材の使用



環境経営計画・実績
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要求事項６．環境経営目標及び環境経営計画の策定

環境改善活動・地域貢献活動

地域交流

野菜くずやパン耳の再利用

①外周清掃
定期的に工場敷地外の外周の清掃活動を実
施しています。駐車場周辺などは、空き缶や飴
やガムなどのお菓子の袋、たばこなども捨てて
あることがあります。工場周辺も会社の一部と考
えて、今後も定期的に清掃することで周辺美化
に努めます。
②近隣小学校への対応
近隣小学生の生活科の学習の一環に協力し
ています。これは、近隣の人や企業などを調べ、
地域のことを理解し興味を持つことを目的とした
授業で、児童の書いた質問に返事を書いて質問
取材に協力するものです。また、工場周辺小学
生生徒に無料で配布される「キッズセーフティ
マップ」に広告料を払っています。
③地域イベント貢献
地域の花火大会やお祭りなど、協賛金の寄付
をしています。また、技能実習生に日本の文化
を体験してもらうため積極的に地域のお祭りに
参加してもらい、体験や抽選会を通して地域の
方と交流をしています。

牛久沼水辺公園の白鳥に餌やりのために工場
から出たレタス外「葉芯くず」、「パン耳」を提供し
ています。龍ケ崎市から委託された方が交替で
毎日2回餌食を行っています。

環境配慮製品への切替

名刺ケースの再利用を行っています。発行した
名刺ケースでなく使用済みの封筒に入れ配布に
切替ました。また、これまでもグリーン適合品の
購入を拡大して継続購入をしてきましたが、よく
使用している事務用品について再度見直しを行
い、環境配慮された製品に切替ました。



環境経営計画・実績
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要求事項６．環境経営目標及び環境経営計画の策定

環境改善活動・地域貢献活動

当社では、「相模原の環境をよくする会」の会
員として、河川の生物相調査に参加しました。
相模原の環境をよくする会では、毎年同じ観測
地点で観測することで環境の変化を調べていま
す。河川により生物相の違いが確認でき、サワ
ガニ、ヨコエビなどが発見できました。捕獲した
生物の個体数から生息する水質階級と照らし合
わせて点数をつけていき、合計点数がで水質階
級の判定を行います。前年と同じ階級で会社周
辺の環境が守られていることを確認しました。

河川調査

環境まつりの参加

地域で活動する市民や事業者および大学、
行政が協働で行う「さがみはら環境まつり」に
ボランティアで参加し、スタッフとして来場者
の対応を行いました。
コロナ禍で２年続けて中止となったため、３年
振りの開催ということもあり台盛況でした。

取り組み原稿寄与

会社のホームページで環境経営レポートを
相模原市行政の人が見たことで廃棄物の取
り組みについてインタビューを受けた後で、
その内容についてA４サイズ４枚の原稿寄与
依頼があり、相模原第二の消滅機とSVPに
ついて原稿を作成し寄与しました。

環境講演の実施

EA21審査機関のかながわ環境カウンセ
ラー協議会からEA21認証企業向けの脱炭
素・カーボンニュートラルの事例発表とパネ
ルディスカッションの依頼があり、取り組み内
容と脱炭素をテーマに講演を行いました。



実施体制
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要求事項７．実施体制の構築

※本社のみ、EA21事務局の下にエコリーダーを設置しています



実施体制
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要求事項７．実施体制の構築



教育・訓練
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要求事項８．教育・訓練の実施

一般教育

その他の教育

全従業員が，環境への取組を適切に実施するため
に、 会社の環境経営方針を理解し、本社、各工場で
計画した環境経営目標や環境経営計画などにおけ
る自らの役割、責任、役職などに応じた取組内容な
どについて十分に認識することを目的とした教育で
す。
パート従業員、全社員、管理職別に分けて教育し、
環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画、手
順書、実施体制、環境情報などを教育資料として説
明をしています。

外国人従業員には、日本の文化やルールをよく知
り、よりよい関係が築けるように交流会やアドバー
ザーによる教育等も行っています。また、企業主導
型保育園として、保健所と会社が契約し出産しても
預け先に困らないように従業員が働きやすい環境を
整えていることも周知しています。
また、統括事務局より全社員に向けて毎月環境に
関する教育資料「環境ミニっ情報」を配信しています。
全従業員が理解しやすいように多国語に翻訳して、
今年度はSDGｓに関する内容について配信を行いま
した。

専門教育

環境法規などに関わる業務、直接的に環境に大き
な負荷を与える業務、緊急事態に関連する業務など
環境に大きな影響を与える組織の業務のことを「特
定の業務」として、一律に教育・訓練を行うのではな
く、それぞれの業務や役割などに応じた教育・訓練
を行っています。
専門教育では、特定業務従事者や内部環境監査
員を対象として力量強化を行い、各自の役割分担の
確認をしています。
内部環境監査員養成研修は今年で３回目となりま
した。



環境コミュニケーション記録
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要求事項９．環境コミュニケーションの実施

内部

外部

本社、各工場のEA21事務局は年４回以上の会議
を実施しています。環境経営目標と環境経営計画の
進捗状況を負荷チェックを確認しながら目標達成に
向けて話し合っています。
全社の改善活動としては、６Ｓ活動（５Ｓ+安全）、
ルッククリーン、小集団活動、改善提案制度、ヒヤリ
ハット撲滅活動、「カエル会」等全員参加の活動を
行っており、カエル会の動画は社内で誰ても見れる
ようになっており、好事例は各工場で水平展開を実
施して活動成果も上がっています。
また、従業員の意見を聞くために目安箱を設置し
ています。

社外のコミュニケーション記録として、以下内容
についてまとめています。
①外部とのやり取り
・環境関連ご指摘/要望等
・行政とのやり取り
・地域活動への参加などの記録
②地域活動の参加
地域のニーズの調査、工場周辺の清掃活動、地
域への協賛活動を通して地域活動報告
また、取り組み内容は、当社ホームページで環境
経営レポートの公表をしています。

要求事項10．実施及び運用

マニュアルと手順書

環境経営方針、環境経営目標と環境経営計画の達成、環境関連法規などの順守、その他
の環境への取組を効果的かつ効率的に行うために、環境マネジメントマニュアルと手順書な
どを作成し運用しています。



試行と訓練
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要求事項11．環境上の緊急事態への準備及び対応

事故や天災などを原因とする環境への重大な影
響を最小限に留め、事業の継続性を担保するため
に、環境上の緊急事態の対応策または手順書を
定め，環境に関する危機管理能力の向上を図るこ
とを目的とした試行と訓練を実施し、その有効性を
確認しています。

防災訓練

・連絡通報の訓練
緊急連絡網を整備して通報するべき内容や必要な
情報が何かの確認を行いました。
・初期消火訓練
消火設備の確認や水消火器を使用した使用方法
の確認を行ないました。
・避難訓練、避難経路の確認
館内放送や担当者が避難時に誘導して、エレベー
ターを使わない避難方法、火災時の防火扉を閉める
タイミングの確認、迅速に安全な場所までの避難し
て点呼と報告ができるか確認を行いました。また、
AEDの講習なども受けて使い方を学びました。

排水処理施設の対応

・水質基準超過時の対応
水質汚濁等の環境影響を軽減するため、日常管
理で負荷状況を確認していますが、基準値を逸脱し
てしまった時の対応方法を確認して適切な水質管理
に努めています。
・排水処理施設からの漏洩対策
漏えい箇所を想定し、新たな漏洩があれば速やか
に止め、応急処置と関係機関へ連絡を行うとともに、
拡散防止のための措置方法の確認を行ないました。
試行と訓練の結果、一部の工場で土嚢の数や保
管場所、拡散防止のため排水路、排水口等を閉止
箇所の見直しを行いました。



試行と訓練
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要求事項11．環境上の緊急事態への準備及び対応

薬品の取り扱い

・使用方法の確認
工場で使用する薬品を取り扱う従業員に薬品の出
庫方法、適切な取り扱い方、適切な保護具の着用方
法について理解している確認をしました。
・飛散時の応急処置の確認
薬品が皮膚に付着したり、目に入ったり、誤って飲
み込んでしまった確認を行い。床にこぼれたときなど
に必要な用具を用いて回収する方法を確認しました。
・盗難時の確認
保管設備や保管場所等を再点検し、在庫量の定
期的点検及び毒物劇物の種類等に応じての使用量
の把握をして盗難・紛失があった際は外部の必要な
箇所に連絡することを確認しました。

・油庫からの漏洩対策
漏えい箇所を想定し、新たな漏洩があれば速やか
に止め、応急処置と関係機関へ連絡を行うとともに、
拡散防止のための措置方法の確認を行ないました。
油用の緊急事態対策キットを購入している工場が
多いため、キットの在庫の確認と使用方法について
も確認しました。
※相模原第一工場のみ油庫がないため対応除外

油庫の取り扱い

その他の取り扱い

・各工場で特色のある設備の対応
共通として環境上の緊急事態として特定している
項目以外にも、工場により屋外貯蔵タンク、LPガス
配管、重油、窒素配管などが設置されているため、
各工場毎に追加で環境上の緊急事態を特定してお
り、試行と訓練を行っています。



書類管理
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要求事項12 文書の作成・管理

全社員が分かりやすいように文書や記録を取り扱いをクラウドで管理しています。
管理NOを割り当て各工場毎に書類の種類毎に保管しているため書類を探す時間
の削減でき業務の効率化に繋がっています。

社長指示

要求事項13．取組状況の確認・評価、並びに問題の
是正及び予防

エコアクション２１が適切に運用されているか、環境
関連法令の逸脱はないか、自社の環境マネジメントシ
ステム通り運用できているか、会社のルールは守られ
ているかなど適合性と有効性の確認を目的として、毎
年全工場で内部環境監査員による内部環境監査を
行っています。
内部環境監査員は外部機関でエコアクション２１やＩ
ＳＯ１４００１の監査員養成研修を受講した人から任命
しています。また、内部環境監査員は客観的な事実に
基づき監査を行えるように自工場の監査はせず、中立
的な立場から評価できていることを、かながわ環境カ
ウンセラー協議会のコンサルの先生の指導の元、統
括事務局も立ち合い確認をしています。

要求事項14．代表者による全体の評価と見直し・指示

・見直し結果
①環境経営方針
現状に合わせて見直しを行う
②環境経営目標
項目は継続するが、各工場の数値目標の見直し実施する
③環境経営目標の達成状況、環境経営活動計画
2021年度に、「自らが生産・販売・提供する製品の環境性能の向上及びサービスの
改善」「廃プラスチック類」は別項目で目標と計画を設定し取り組み指示は達成する
ことができた。また、龍ケ崎工場で廃プラ洗浄機を導入し安定的に処理・リサイクル
化することができた。
2023年度は、更なる廃棄物削減をするためバイオマス発電の情報を集める。

内部環境監査
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